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私たちの土地を再確認 
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地籍調査(一筆地調査)とは 

 

人の記録は『戸籍』、土地の記録は『地籍』です 

 地籍調査とは、国土調査法に基づき一筆ごとの土地について、所有者・地番・地

目・境界・面積等を正確に調査・測量し、その成果から地図および簿冊を作成する

ことです。 

作成した「地籍図」と「地籍簿」は、その写しを登記所に送付し、そこで地籍簿

をもとに土地登記簿が書き改められ、地籍図が不動産登記法第１４条第１項の地図

として備え付けられます。 

 

 

土地の正確な状況を調査します 

 現在、登記所に備え付けられてい

る地図の約半数は、明治時代の地租

改正の際に作られた字限図(あざぎり

ず)などをもとにしたもので、土地の

境界や形状が現状と必ずしも一致す

るものではありません。 

そこで、土地の状況を正確に把握

するための地籍調査を行う必要があ

ります。 

 

 

最新の技術で調査します 

地籍調査で確認された個々の 

土地境界の位置が、最新の測量

技術により、地球上の座標値と

結びつけられ、成果が数値的に

管理されることになるため、万

一の災害の場合にも境界の迅速

かつ正確な復元が可能となりま

す。 
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地籍調査の効果 

 

土地トラブル防止 

土地境界が明確化されるため、土地にまつわる様々なトラブルを未然に防ぐこと

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地取引の円滑化 

土地の正確な状況が登記簿に反映されるため、円滑な土地取引ができます。 
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街づくり 

地籍調査の成果を基礎データとして

利用することで、きめ細かな街づくり 

計画の立案が可能となります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

公共事業の円滑化 

  道路整備・下水道整備といった各種

公共事業を行うにあたって、計画段階

から用地取得、完成後の維持管理まで

の円滑な推進ができます。 

 

  

 

 

 

 

 

災害復旧 

地震・土砂崩れ・水害等の災害が起き

てしまった場合、個々の土地が地球上の

座標値で表示されているため、正確な境

界の 復元および迅速な復旧事業が可能

となります。 
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地籍調査事業実施の流れ 

 

地元説明会 

  調査に先立って、地籍調査の概要等を説明します。 

 

 

 

 

 

一筆地調査 

  土地所有者等の立会のもと、境界等の確認をします。 

☆個々の土地の境界を確認できるのは『土

地所有者』の皆様だけです。 

 土地は皆様の大切な財産ですので、市が

境界を決めることはできません。 

 

 

そこで・・・ 

 

 

 

☆『土地所有者及び隣接土地所有者』の皆様は、事前に境界を確認して

おいていただきますと立会が円滑に進みます。 
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地籍測量 

  一筆ごとの正確な測量を行います。これにより、

個々の土地境界の位置が地球上の座標値で表示さ

れることとなります。 

 

 

 

 

地積測定・地籍図等作成 

  測量の結果をもとに正確な地図を作り、

面積を測ります。また、調査結果をまとめ、

地籍簿を作ります。 

 

 

 

 

 

 

 

閲覧 

  作成した地籍図・地籍簿を土地所有者の皆様に確認していただきます。 

 

 

閲覧期間は２０日間です。 

（土日祝日含む） 

 

ここで確認された結果に誤りや

疑問がある場合には、すぐに担当

者に申し出てください。 
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成果の認証・承認 

  閲覧終了後、これらの成果について都知事の認証および国土交通大臣の承認を受

けます。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 登記所送付 

  地籍図・地籍簿の写しを登記所に送付します。これにより登記簿が書き改められ

るとともに、不動産登記法第１４条第１項の地図が備え付けられます。 
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町田市の地籍調査事業 

 

  町田市では、１９９９年度より「地籍調査事業」のうち、「官民境界等先行調査

（街区調査）※｣を実施しておりましたが、２００７年度からは「一筆地調査」に着

手し、現在は「一筆地調査」のみを実施しております。 

この調査は、民民の境界（筆界）を含め、皆様が所有する一筆ごとの土地の境界

等について、すべて調査・測量を行っていくものです。これにより、一筆ごとの正

確な境界の位置や面積が把握されるため、課税の適正化・公平化をはかる事ができ

ます。 

また、地籍調査で確認された境界点は、国の測量の基準となる点と結びついたデ

ータを持ち、境界復元が可能となるため、大震災などからの災害復旧を円滑に進め

ることができます。 

調査は段階的に進めており、２０２４年度より２０２６年度にかけて、鶴川三丁

目・五丁目の一部の地区「下図①」について「一筆地調査」を実施しております。

また、２０２６年度より２０２８年度にかけて、鶴川三丁目の一部の地区「下図

②」において「一筆地調査」を実施しております。 

 

※「官民境界等先行調査（街区調査）」とは、一筆ごとの調査に先行し、官民および官官の境界、いわゆる道路・水路等 

 と宅地・畑・公園用地および学校用地等との境界について、調査・測量を行うものです。 
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事業実施の流れ 

 

【鶴川三丁目・五丁目の一部 地区 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鶴川三丁目 地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一筆地調査(事前調査) 

一筆地調査(立会) 

 

 

２０２４年度 

２０２５年度 

一筆地調査(閲覧、とりまとめ) 

 

 

２０２６年度 

一筆ごとの立会を実施。 

前年度の立会成果の閲覧。 

登記資料の調査のほか、現況測量に

よる地形地物の調査等を実施。 

一筆地調査(事前調査) ２０２６年度 

２０２７年度 

２０２８年度 

一筆地調査(立会) 

 

一筆地調査(閲覧、とりまとめ) 

 

登記資料の調査のほか、現況測量に

よる地形地物の調査等を実施。 

一筆ごとの立会を実施。 

前年度の立会成果の閲覧。 
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よくあるご質問 

 

［事業全般について］ 
 

Ｑ．１ 隣同士で境界（筆界）の確認ができなかった時はどうなりますか。 

Ａ．１ 「筆界未定」となります。「筆界未定」の土地は白紙の地図のまま登記所に

送付しますので、新しい公図に空白ができてしまいます。 

    調査終了後、たとえ話し合いがついたとしても、公図の修正や測量・登記

関係の費用はすべて自己負担となります。 

 

《例》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．２ 立会をせずに、今までと同じ内容で登記してほしい。 

Ａ．２ 国土調査法の規定により、所有者ならびに隣接所有者の土地境界の確認が

必要です。もし立会ができなければ「筆界未定」の土地となり、新しい公

図は「Ａ．１《例》」のように空白ができてしまいます。 

 

Ｑ．３ 調査費用の負担はありますか。 

Ａ．３ この事業は国・都からの補助金および市の費用により行いますので、土地

所有者の費用負担は一切ありません。 

 

 

【調査前の公図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認できなかった境界線 

２３５ 

２３６ ２３７ 

２３８ 

２３４ 

【調査後の公図】 

２３４ 

２３５+２３６+２３７ ２３８ 
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Ｑ．４ 調査を行うと土地の面積が減る（増える）ことはありますか。 

Ａ．４ 測量精度の違いや誤差等から、多くの場合現在の登記面積より増減します。

しかしながら本調査は新たな境界を決めるのではなく、立会で確認した既

存の境界の位置を測量しなおすだけなので、数字上の増減はあっても、土

地の物理的な目減りや拡がりはありません。 

 

Ｑ．５ 調査により面積の増減があった場合は固定資産税にも反映されますか。 

Ａ．５ 境界の確認ができた場合には、調査面積で登記されますので、登記簿が書

き改められた後は調査面積での課税となります。 

 

Ｑ．６ 境界を確認する事業でなぜ建物や塀等の測量まで行うのですか。 

Ａ．６ 土地の状況を把握するために現況測量を実施しています。建物や塀等の構

造物のほか既存の境界標を測量し、それぞれの位置や形、道路の線形等を

重ね合わせた資料を事前に作成することで、立会を円滑に行うことができ

ます。現況測量は立会の前年度に実施します。 

 

Ｑ．７ 塀などの構造物が公道等にせり出している、または道路構造物等が民地に

食い込んでいる場合は、すぐに工事をするのですか。 

Ａ．７ 今回の調査はあくまで境界の確認であり、すぐに構造物の撤去を求めたり、

道路等の工事を行うことはありません。ただし、道路等の改修工事を行う

際には、それぞれが今回確認した境界線に沿って施工することになります。 

 

Ｑ．８ 登記上の地目が現況と合っていないのですが。 

Ａ．８ 農地法上の問題が無い範囲で、現況に合った地目へ修正いたします。地籍

調査事業として行う作業ですので、土地所有者の費用負担はありません。 

 

Ｑ．９ 分筆したいのですが。 

Ａ．９ 現況で土地の一部の地目が異なる場合や、土地の一部が溝・垣・塀等によ

り区画されている場合には、土地所有者の承諾を得て分筆を行うことがで

きます。地籍調査事業として行える作業ですので、土地所有者の費用負担

はありません。 

 

Ｑ．10 合筆したいのですが。 

Ａ．10 隣り合っている土地の地目・所有者が同じ場合には、土地所有者の承諾を
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得て合筆を行うことができます。地籍調査事業として行える作業ですので、

土地所有者の費用負担はありません。ただし、合筆については他にも条件

がありますので、詳しくは個別にお尋ねください。 

 

Ｑ．11 調査した面積は登記前に確認できますか。 

Ａ．11 立会の翌年度に、「成果の閲覧」を２０日間実施しますので、その際にご確

認ください。日時・場所が決まりましたらご案内いたします。 

 

 

［立会について］ 

 

Ｑ．１ 所要時間はどのくらいですか。 

Ａ．１ 立会は隣り合う土地所有者同士で境界(筆界)を確認していただきますので、

事前の話し合い・確認ができていれば 20分～30分で終わります。 

 

Ｑ．２ 立会に必要な物はありますか。 

Ａ．２ 立会終了後に調査票にご署名、合意書にご署名・ご捺印を頂きますので、

ご印鑑（認印は可。シャチハタ等は不可）をお持ちください。その他、現

地の図面等、境界を確認できる資料等がございましたら、参考にさせて頂

くこともありますので併せてお持ちください。 

 

Ｑ．３ 立会日や時間の都合が悪いのですが。 

Ａ．３ お手数ですが早めに市役所までご連絡願います。日程を調整いたします。 

 

Ｑ．４ 代理人による立会はできますか。 

Ａ．４ 委任状をご用意いただければ可能です。記入用紙は立会通知書に同封いた

します。 

 

Ｑ．５ 土地所有者（登記名義人）は既に亡くなっていますが。 

Ａ．５ 相続人による立会をお願いいたします。相続人が複数おられる場合は、原

則全員の立会が必要です。 

 

Ｑ．６ 立会当日、雨や雪でも立会を実施しますか。 

Ａ．６ 原則は実施します。ただし、荒天の場合は順延することもあります。 



  

 

 
 

「杭を残して悔いを残さず」 
 

～皆さんのご理解・ご協力をお願いいたします～ 
 

 

 

 

 
 

 

  
 

 

 
 

 

 
  

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

2026.7 

 

町田市役所 道路部道路管理課 

電話０４２－７２４－１１５５（直通） 
 

お問い合わせは… 


